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令和７年５月14日開催 

中央区協議会 
（代表会） 

 

令和７年度 第１回中央区協議会

（代表会） 

会議資料① 



 



中地域分科会における意見・要望等（令和７年５月） 

№１ 

件名 
富塚地区コミュニティ協議会からの要望に対す

る回答について 
開催月 令和７年２月 

内容 （趣旨） 

・通り抜け車両が生活道路や子供たちの通学路に侵入し、歩行者の安全確保や交通

事故を防止するため、侵入抑制、速度抑制対策が必要である。 

（要望内容） 

・富塚地区において、交通安全対策として行政・警察・学校等と連携し協議を進め

てきたことから、速やかにゾーン 30 プラスの指定をしてほしい。 

 ※区域規制の要望箇所やゾーン 30 プラスについては別紙参照 

所管課 道路企画課 

回答 

(方針等) 

・ ゾーン 30 プラスは、警察の実施する最高速度時速 30 キロの区域規制と、道路

管理者の設置する自動車の速度超過や通り抜け利用抑制のための物理的デバイ

スの組み合わせによる、生活道路エリアの新たな安全対策として、本市でも積極

的に推進しており、現在までに市内 5 地区でエリア設定をしてきた。 

・ 富塚地区においても、地域の皆様や警察、学校などの関係機関と連携し、エリア

設定に向けた取組を進めている。 

・ エリア設定には、エリア内の最高速度時速 30 キロの区域規制が確実に実施され

ることが要件となる。また、国の手続きのなかでは、道路管理者の設置する物理

的デバイス等について、地域の皆様が日頃から感じている課題だけでなく、エリ

ア内の事故発生状況や速度・交通量などのデータに基づく課題に対しても、関係

者が連携して適切に検討された、効果の見込める対策であることが求められる。 

・ このため、要望箇所についてデータ分析を進め、分析結果に基づくエリアの設定

や対策案を、地域の皆様や関係機関と協議しながら、富塚地区のゾーン 30 プラ

スの整備計画策定に向けた取組を推進していく。 

 

 

 

 

報告－中 
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令和６年 12 月６日 

中央区協議会（中地域分科会） 

会長 鈴木 義明 様 

 

富塚地区コミュニティ協議会 会長 井口隆夫 

 

富塚地区のゾーン 30 プラス指定に関する要望について 

 

（趣旨） 

・通り抜け車両が生活道路や子どもたちの通学路に侵入し、歩行者の安全確保

や交通事故を防止するため、侵入抑制、速度抑制対策が必要である。 

 

（要望内容） 

・ 富塚地区において、交通安全対策として行政・警察・学校等と連携し協議

を進めてまいりました。 

つきましては、速やかにゾーン 30 プラスの指定をしてほしい。 

※区域規制の要望箇所やゾーン 30 プラスについては別紙のとおり 
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区域規制の要望箇所図

　　　  ゾーン30プラス 
　　　  要望箇所
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東地域分科会における意見・要望等（令和７年５月） 

№１ 

件名 

指定避難所の居住スペース等で必要となる照明

資機材の数量の検討及び備蓄要望に対する回答

について 

開催月 令和７年３月 

内容 

・現在、防災倉庫に備蓄している夜間の生活用及び就寝時の照明機器は、被害想定

から考えても僅かであり心許ない。 

・夜間照明によって明るく生活しやすくなるだけでなく、避難所内における犯罪抑

止や、避難者の健康管理ために必要である。指定避難所の照明機器の必要数量を

検討していただくとともに備蓄を要望する。 

所管課 危機管理課 

回答 

(方針等) 

・避難所の照明機器については備蓄場所に限りがあることから、発災直後は必要最

低限で対応することとしている。 

・一方で、避難所生活を行うには備蓄のみでは不足すると認識している。 

・避難所開設当初から必要とされる照明機器が備蓄されていることが理想ではある

が、防災倉庫の容量により困難な状況である。 

・このため、保管するスペースの確保に努めるとともに、協定先企業との連携によ

り、迅速な照明機器の配備に取り組んでいく。 

 

※ 詳細は別紙のとおり。 

 

 

 

 
 

報告－東 
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■天竜中避難所資機材 夜間照明分最低必要量の目安 2024.12更新

磯部茂明 記
＊対象設置場所・・体育館とその周辺トイレ、炊き出し場。特活室。南校舎１階。
＊天竜中学において、過去3回の夜間照明設置訓練での実証実験結果から考察

＊赤字は南校舎2F3Fの4教室＋トイレ照明分

3 100,000 300,000
1 150,000 150,000

1 30,000 30,000
1 40,000 40,000
1 70,000 70,000
1 100,000 100,000
2 150,000 300,000

14＋4 5,000 70,000＋20,000
2 3,000 6,000
20+8 2,500 50,000+20,000
6+4 2,500 15,000+10,000

4 6,000 24,000

31+10 1,900 58,900+19,000 3
6 8,000 48,000 1
2 6,000 12,000

8 7,000 56,000
4 3,000 12,000
4 1,000 4,000

1 ？
1 ？
1 1

1,045,900

1,414,900

＊避難所開設と同時間帯に、以下の状況で照明資機材が必要となる可能性が高いため、
 上記資機材は避難所専用と考えなければならない。

①町の災害対策本部設置と運営
②夜間における倒壊家屋からの救助活動、救護活動

避難所設置資機材

投光器用クランプ

延長コード(10m)
コードリール(30m)
コードリール(20m)

ランタン(1000ルーメン以上)
ランタンスタンド

ライトスタンド

ハロゲン投光器    LED300W

クリップライト LED  9W(~14w)

投光器(クリップライト)LED50W(~70w)

クリップライト LED30W(~50w)

発電機(800~1000Ｗクラス)
発電機(1400Ｗクラス)

ポータブル蓄電池(300Wh以上)
ポータブル蓄電池(400Wh以上)

主に体育館中央部や
受付場所スポット用

エポックライト(オールインワン)

スタンド付き投光器300W

就寝時間帯用
就寝時間帯用
就寝時間帯用

ポータブル蓄電池(1500Wh以上) 南校舎2,3F夜間と就寝時

ポータブル蓄電池(700Wh以上)
ポータブル蓄電池(1000Wh以上)

備考

就寝時間帯用

予測単価 金額
必要総
数

市防災倉
庫在庫

550w×1

体育館＋特活室＋南校舎1F分の設置資機材費用総計

上記＋南校舎2,3F分（赤字）の設置資機材費用総計

連結コンセント付き 
連結コンセント付き 
連結コンセント付き 
連結コンセント付き 

特活室前駐車場
正門入口の受付照明

クリップライト LED14W(~22w)
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（西地域分科会）付託事項に係る報告（令和７年５月） 

 

件名 浜松市立舞阪幼稚園の休園継続について 開催月 令和７年３月 

内容 

 

・浜松市立舞阪幼稚園は、令和５年度から園児不在のため休園しているが、令和７

年度も園児不在となるため、休園を継続する。 

・浜松市立舞阪幼稚園は、施設の老朽化が著しいことから、今後の園のあり方につ

いて、舞阪地区自治会連合会などと協議を進める。 

 

※ 経緯については、会議資料のとおり 

 

所管課 幼保運営課 

質問 

・ 

回答 

委員からの主な質問内容 担当課回答（要旨） 

① 園児の募集は行っていないのか。 

 

① 令和５年度（の休園）以降、園児の募

集は行っていない。 

② 舞阪幼稚園の休園により、舞阪の子供

たちが入園先に困るようなことはない

のか。 

② 舞阪地区には私立の就学前施設（認定

こども園、幼稚園）があり、地元の施設

に通う選択肢も確保されている。 

 

報告－西 
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 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   □協議事項   ■報告事項 

件  名  浜松市立舞阪幼稚園の休園継続について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

〇背景 

・少子化や保育需要の高まりなどにより、市立幼稚園の園

児数は、近年、大幅に減少している。 

・浜松市立舞阪幼稚園（以下「舞阪幼稚園」という。）は 

 令和 5年度から、園児不在のため休園している。 

 

〇経緯 

 ・令和 5 年 6 月、舞阪地区自治会連合会から「浜松市立舞

阪幼稚園、舞阪第 1・第 2 保育園の統合について」の要

望書が提出された。 

・舞阪地区自治会連合会からの要望を受け、浜松市立舞阪

幼稚園、舞阪第 1・第 2保育園の 3 園を統合し、（仮称）

舞阪こども園の設置に向けて準備を進めている。 

 ・以上の状況を踏まえ、舞阪地区自治会連合会と協議した

うえで、舞阪幼稚園については、令和 7 年度の新入園児

の募集を見送った。 

対象の区協議会  中央区協議会（西地域分科会） 

内  容 

・ 舞阪幼稚園は、令和 7 年度も園児が不在となるため、休

園を継続する。 

・ 舞阪幼稚園は、施設の老朽化が著しいことから、今後の

園のあり方について、舞阪地区自治会連合会などと協議

を進める。 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

 

担当課 幼保運営課 担当者 渡邊 仁 電話 457－2114 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 

【令和７年３月５日開催】
中央区協議会（西地域分科会）資料
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